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 第 　国際化社会と警察活動第 　国際化社会と警察活動1212
 

 

 

 (1) 来日外国人犯罪の傾向　

北海道における来日外国人犯罪の検挙

件数は、平成30年から令和元年にかけて、

不法滞在者の検挙数の増加により一時増

加した後、令和２年からおおむね横ばい

傾向でしたが、令和６年には増加してい

 ます。

令和６年中は、検挙件数235件、検挙人

員145人で、検挙人員を罪種別に見ると、

窃盗犯が約３割、暴行などの粗暴犯が約

 ２割を占めています。

検挙人員を国籍別に見ると中国人とベ

 トナム人で６割を占めています。

 

 

    (2)　 令和６年中の主な検挙事例

 《事例》ベトナム人等による出入国管理及び難民認定法違反事件

 　令和６年４月、在留期間を超えて中川郡幕別町内に滞在し、作業員として稼働していたベト

 ナム人３人を不法残留で検挙しました。

（ 、 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 帯広署 外事課

 

 (3) 不法滞在対策　

 令和６年中、道内における来日外国人に係る出入国管理及び難民認定法違反の検挙は31件

　　　20人（ベトナム人16人、アメリカ人２人、中国人１人、韓国人１人）となり、前年の32件16

 人から横ばいで推移しました。

在留期間終了後も滞在し続ける不法残留のほか、偽造在留カードを所持して正規滞在を装っ

た不法就労などの事案が依然として懸念されるため、引き続き強力な取締りを推進していき

 ます。
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【来日外国人犯罪状況（過去５年間）】
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 (1) 外国人等の現状と基本方針　

　　　　訪日・在留外国人の数は、令和６年中にいずれも過去最高を記録しており、様々な警察活

 　　　動の中で、外国人に対応する機会が増えています。

　　　　このような情勢を踏まえ、北海道警察としても、訪日・在留外国人を含む日本語を母語と

　　　しない外国人等が良好な治安を体感できるような環境を整備するため 「外国人等とのコミュ、

　　　ニケーションの円滑化 「制度・手続等の分かりやすさの確保」及び「基盤の整備」に関す」、

 　　　る施策を推進しています。

 

   （2） 主な取組　

 　　　 　ア 外国人等とのコミュニケーションの円滑化

 　　　　　外国人等からの急訴や各種届出等に対応するため、

　　　　交番等において、外国語の単語、例文を指さして意

　　　　思を伝達することができる資料や翻訳機能を備えた

 　　　　データ端末を活用しています。

　　　　　また、札幌方面倶知安警察署では、外国人スキー

　　　　客が集中する冬期間において、外国語対応可能な職

　　　　員を配置した「ニセコひらふ臨時交番」を設置して

　　　　います。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【活用資料】

【 】ニセコひらふ臨時交番






